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   ● 改訂版からへの改訂版 2刷への変更 ●   

 

■P6 LESSON4「メディカルハーブを使う」1行目 

 ハーブから有用成分を取り出して・・・ 

⇒ハーブから機能成分を取り出して・・・ 

 

■Ｐ37 17行目 

 さらに、有効成分には水に溶けやすい・・・ 

⇒さらに、機能成分には水に溶けやすい・・・ 

 

 

■Ｐ65 *おすすめのレシピ* 

 ①エルダーフラワーのティー 手順 

 ～熱湯で 3分間程度抽出し・・・  

⇒～熱湯で 3分間抽出し・・・ 

 

 ②ネトルのティー 手順 

 ～熱湯で 3分間程度抽出し・・・  

⇒～熱湯で 3分間抽出し・・・ 

 

■Ｐ92 用語辞典 ナ行 

 ナチュラルメディスン  自然療法のこと。 

⇒ナチュロパシー 自然療法。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 改訂版 2刷から 3 刷への変更 ● 

 

■P62 Ｍｅｍｏ 

安全性については『メディカルハーブ安全性ハンドブック』（東京堂出版）を参考としており 

『メディカルハーブ安全性ハンドブック第 2版』の発行に伴い、下記表記を改訂いたしました。 

Ｍｅｍｏは試験範囲に含まれませんので、試験には影響いたしませんが、大切な項目です。 
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※改訂版 3 刷～6刷は修正なし 

 

 ● 改訂版 6刷からへの改訂版 7刷への変更 ●                              

 

■P30 マテの学名 

 IIex paraguayensis 

⇒IIex paraguariensis 

 

■［おわりに］ 

 下記、日本のハーブセラピスト紹介文を掲載 

 

日本の長い歴史の中で、日常生活や行事などで使用 

されてきたハーブに関する歴史的、科学的な知識を 

身につけます。30種類の日本のメディカルハーブと、 

生活圏や山野などで見かけることのある 16種類の 

日本の有毒植物を詳しく学びます。 

日本で利用されてきたハーブの特徴や有用性、さら 

に法制度と安全性を理解し、正しい知識をもってご 

自身やご家族の健康維持、増進に役立てることがで 

きる専門家です。 

また、協会の認定を受けた認定校で日本のハーブセ 

ラピストコースの講師を務めることができます。 

＊ハーバルセラピスト有資格者で、かつ、認定校で 

日本のハーブセラピストコースを受講・終了し、 

認定試験に合格した方が取得できます。 

 

 

 

  ● 改訂版 7刷から改訂版 8刷への変更 ●   

 

■P8  組織図 国際情報委員会の削除 

 

■P62 保存上の注意点 

    「密閉」 ⇒ 「密封」 

 

 

 

 

 

 

 

  ● 改訂版 8刷から改訂版 9刷への変更 ●   

 

テキスト全体での統一変更事項 

 

1.「剤型」⇒「剤形」 

該当ページ 

■Ｐ43 ＬＥＳＳＯＮ4 メディカルハーブを使う 3、4行目 

■Ｐ44 ハーブを利用するためのさまざまな方法 2行目 

■Ｐ46 ハーバルバス 2行目 

■Ｐ58 ハーブ以外の材料 1、4行目 

■Ｐ61 器具の消毒は入念にする 1、2行目 

■Ｐ82 強壮 5行目 

■Ｐ91 用語辞典サ行 1行目 

 

2.「カロチノイド」⇒「カロテノイド」 

■Ｐ54 浸出油 1行目 

 

 

 

  ● 改訂版９刷から改訂版 10刷への変更 ●   

 

■Ｐ9 INTRODUCTION 

メディカルハーブ検定について 

検定概要（試験の日時・実施場所） 

⇒協会HPのQRコード追加 
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   ● 改訂版 10刷から改訂版 11刷への変更 ●   

 

■帯（裏表紙側） 会場 「オンライン」に変更 

         受験形式 「マークシート」⇒「オンラインによる選択式」に変更 

 

■P8  組織図 執行部会・SDGs委員会の追加 

 

■Ｐ9 INTRODUCTION 

メディカルハーブ検定について 

3行目 

「日本のハーブセラピスト」を追加 

5～６行目 

「4つの資格認定」⇒「5つの資格認定」に変更 

検定概要（受験形式） 

「マークシートによる選択式解答」⇒「オンラインによる選択式」に変更 

 

    ■P16 伝統医学の衰退 

9～10行目 

「日本でも 1882年(明治 15年)から 1883年にかけて、医師免許法が施行されるのですが、」 

⇒「日本でも 1883年（明治 16年）に、医師免許に関する法律が整備されるのですが、」 

に変更 

    

    ■P64 胃腸の不調 

    おすすめのレシピ 

    ②ペパーミントパウダー(飲用) 手順 

    3～4行目 

「オブラートでの飲用は避けてください」 

⇒「オブラートに包むとペパーミントの香りの刺激が期待できず、 

効果が低減してしまうため、オブラートでの飲用は避けてください」に変更 

 

  ● 改訂版 11刷から改訂版 12刷への変更 ●   

    

   ■変更箇所はありません。 

 

 

 

 

 

 

  ● 改訂版 12刷から改訂版 13刷への変更 ●   

  

 ■帯（背面） 赤字箇所追記 

＊本テキストの内容が検定の出題範囲となります。 

 ⇒＊本テキストの内容が出題範囲となります（テキスト以外の内容が一部出題されることがあり 

ます。） 

  

 ■P.6 赤字箇所追記 

上記「LESSON1」～「LESSON5」の内容から出題されます。 

 ⇒上記「LESSON1」～「LESSON5」の内容から出題されます。 

（テキスト以外の内容が一部出題されることがあります。） 

 

 ■P.9 右段落中段 検定概要  

＊合格者には合格証書が交付されます。 

 ⇒削除 

 

 ■P.27 主要成分 赤字箇所削除 

アントシアニン色素（ヒビスシンなど） 

 ⇒アントシアニン（ヒビスシンなど） 

 

 ■P.45 水出しハーブティー 赤字箇所追記 

 「水出し」という方法で、常温の水で長時間かけて抽出します。 

 ⇒「水出し」という方法で、常温の水で長時間かけて抽出します。季節によっては室温が高くな 

ることもありますので、その際は冷蔵にて抽出を行ってください。 

 

 ■P.94 日本のハーブセラピスト 赤字箇所追記 

 また、協会の認定を受けた認定校で日本のハーブセラピストコースの講師を務めることができま 

す。＊ハーバルセラピスト有資格者で、かつ、認定校で日本のハーブセラピストコースを受講・

修了し、認定試験に合格した方が取得できます。 

 ⇒また、協会の認定を受けた認定校または認定教室で日本のハーブセラピストコースの講師を務 

めることができます。＊ハーバルセラピスト有資格者で、かつ、認定校または認定教室で日本の

ハーブセラピストコースを受講・修了し、認定試験に合格した方が取得できます。 


